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夫婦 の 相互 に 対す る 責任 





親愛 な る ムスリム の 様 


家族 と いう 存在 は 預言 者 アー 
ダム さま 以来 あり 続け た も の で 
す 。 人 を 他 の 被 造物 か ら 区 別 す 
る 最大 の 特徴 は 集団 で 生き る こ 
ご 。 定 し て まあ 族 と いう し くそ 
持っ て 生き る こと で す 。 家族 は 、 
平安 、 安 租 、 幸 福 を 文 え る 最も 
小さ な 社会 的 組織 な の で す 。 だ 
か ら 私 た ちの 教え は 家庭 を 筆 
こさ 、 つ まり 縛 婚 ずる こと を 人 
励 し て いま す 。 こ れ は 人 間 の 本 
質 が 要する も の で ある こと も 明 
ら か に され て いま す 。 社会 の 安 
定 、 世 代 の 継続 の た め に 結婚 と 
家庭 を し っ か り し た 基盤 の 上 に 築く こと を 命じ 
MO ます の 

家庭 の 基盤 は 愛情 と 寛容 の 上 に 成り 立ち ます 。 
事実 クレ アー ン で 「 ま た か れ が あな た が た 自身 
か ら 、 あ な た が た の た め に 配偶 を 創 ら れ た の は 、 
90 の 有 の こつ で あめ る 6。 | (ビザ サン チン 剖 3020 
と 言わ れ て いま す 。 互 い に 愛 情 や 敬意 の 結び つ 
き を 持ち 、 同 じ 信 仰 、 同 じ 考え 、 感 情 を 分 か ち 
合い 、 目 分 の 南 任 を 果たす 人 々 で 成り 立つ 家族 
は 安らぎ に 満ち 、 幸 福 と な り ま す 。 家族 の 幸福 
が 続く た め に は 、 お 互い へ の 献身 と 寛容 が 必要 
で す 。 結婚 と 家庭 は 重大 な 間 題 で あり 、 主 教 的 、 
道徳 的 、 社 会 的 な 意味 で 継続 を 要する 存在 で す 。 
この 継続 が 揺るが され る こと は 、 和 社会 の 安定 の 
可 失 と 混乱 を も た ら し ます 。 

夫婦 の 間 に は 、 互 い に 対す る 権利 が あり ます 。 
預言 者 さま は 次 の よう に 仰せ られ て いま す 。 
注意 し て くだ さい 。 あ な た 方 は 女性 に 対 し 、 
女性 も あな た 方 に 対し 権利 を 持っ て いる の で 

す 。」 と 言わ れ ま し た 。 こ の 権利 の うち 最も 重 
要 な も の は 相互 の 敬意 と 愛情 で す 。 





さら に 、 夫 が 家族 の 糧 を 合法 
な 手段 で 確保 する こと 、 妻 に 
対し 優し く 穏 や か に 振る 舞う 
こと 、 粗 野 で 傷つけ る よう な 
態度 に 出 な いこ と が 必要 で す 。 
女性 も 夫 に 愛情 と 敬意 を も つ 
こと 、 家 庭 に お いて 宗教 的 、 
道徳 的 な 責任 を 夫 が 果たす 際 
に それ を 支え る こと 、 家 庭 に 
強く 結び つい て いる こと 、 純 
深 さ を 注意 深く 守る こと も そ 
の 責任 の 一 部 で す 。 家族 の 一 
員 と し て 当然 、 両 親 や 子供 た 
らち の 間 で も いく つか の 役割 、 均 住 が あり ます 。 

子供 を し つけ る こと 、 彼 ら に 対し 道徳 的 に よ 

い 模 範 と な る こと 、 子 供 に 宗教 的 、 道 徳 的 役割 
を 教え る こと 、 子供 を 愛す る こと 、 世 話 を する 

こと 、 子供 た ち を 公平 に 扱う こと は 良心 の 役割 
で あり 、 責 任 で す 。 さ ら に 、 糧 を 確保 で きる 職 
業 を 身 に 着け させ る こと 、 結 婚 適齢 期 に な れ ば 
彼ら を 適切 な 相手 と 結婚 させ る こと に も 責任 を 
持ち ます 。 子 供 た ちの 両親 に 対す る 役割 と 責任 
は 、 両 親 に 対し よく 振る 舞う こと 、 経 済 的 な 困 
難 さ が あれ ば 助け る こと 、 彼 ら に 対し 笑顔 と 優 
し い 言 葉 で 接する こと 、 彼 ら の 望み を 、 ア ッ ラ 

ー に 従わ な いも の で な いか ぎり は 聞き 届け る こ 

と 、 老 人 に な れ ば 彼ら に 奉仕 する こと 、 死 ん だ 
場合 は 彼ら を 慈悲 と 共に 思い 起こ すこ と 、 遺 言 
を 守る こと 、 そ の 親友 に よく 振る 舞う こと で す 。 
今日 の フト バ を クル アー ン の 言葉 と ハデ ィ ー 
ス で 締め くく り ま す 。 「 あ な た が た 信仰 する 者 
よ 、 人 間 と 石 を 燃料 と する 火 獄 か ら あ な た が た 
自身 と あな た が た の 家族 を 守れ 」 (禁止 章 66/6) 
「 あ な た 方 の うち 最も 尊い の は 、 家 族 に 対し 最 
も よく 振る 好 う も の で ある 」 


